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要         旨 

本研究では日本で成長した日系ブラジル人青年のエスニックアイデンティティ形成の様相と

その影響要因を解明することを目的とした。第1章から第2章では文献研究を通して、日本にお

ける日系ブラジル人の子どもの現状についてデータや関連する研究を示し、青年期のアイデン

ティティ形成の問題の重要性を論じた。また、日系ブラジル人の子どものエスニックアイデン

ティティ形成には二元的文化化の環境やブラジルへの帰国体験が影響することを示した。第3

章から第6章では実証研究を行った。第3章では日本の中学校・高校に在学する日系ブラジル人

生徒を対象に質問紙調査を行った結果、「ブラジル人的アイデンティティ」「統合アイデンテ

ィティ」「周辺化アイデンティティ」「日本人的アイデンティティ」の4因子が得られた。さら

に家庭生活環境、帰国体験、属性との関連を検討した。第4章では日本の小・中学校に在学経

験のある日系ブラジル人青年を対象に質的調査を行った結果、エスニックアイデンティティの

自己認識には、「家庭における体験」「学校における体験」「職場における体験」「帰国体

験」の4カテゴリーが抽出された。第5章では事例研究を元に、日系ブラジル人青年が現在のエ

スニックアイデンティティの自己認識に至る過程を明らかにし、エスニックアイデンティティ

の形成過程はそれぞれ異なり多様であることが示された。第6章では事例検討からみたエスニ

ックアイデンティティの自己認識形成の影響要因として、親子関係、周囲からのエスニシティ

に関する認識および帰国経験の有無と帰国年齢、帰国に対する自発性の観点から検討した。第

7章ではまとめと総合的考察を行い、上述した結果から日本で成長した日系ブラジル人青年の

エスニックアイデンティティは、時期によっても場面によっても変容する可能性がある流動的

なものであることを示した。本研究の意義は、多文化化しつつある日本社会の現代的課題であ

る、日本で成長した日系ブラジル人青年のエスニックアイデンティティ形成について、複数の

事例を通して当事者の視点から多様かつ流動的なエスニックアイデンティティ形成の様相を示

したことだといえる。 

審査は左記の5名の審査委員により6月から3回行なわれた。審査委員会では、審査員一様に

研究課題に即した明晰かつ総合的な分析がなされており、日系ブラジル人青年のエスニックア

イデンティティ形成の影響要因について、コミュニティ心理学から検討した独創性の高い論文

であると評された。また、方法論的にも量的な調査だけでなく質的なインタビューを用いてお

り事例研究の妥当性が高く評価された。しかし、事例のさらなる詳述など内容面での若干の修

正が指摘されたため、これらを踏まえ適切に修正を行い、7月上旬に再提出した。再審査の結

果、7月24日に公開発表会と最終試験が行なわれた。公開発表会では、明晰かつわかりやすい

発表であり、参加者や審査委員の質問に対しては真摯な態度で的確に応答した。最終試験で

は、論文内容、語学力および周辺領域の基礎知識について口頭で説明を求めたが、適切な回答

を得られたので、審査委員会では、最終試験を合格と判定し、博士（人文科学）（Ph.D. in 

Intercultural Education）として認定するに値すると、全員一致で学位授与を決定した。 
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